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責任投資の進化と深化

ーー Progression Pathways Frameworkの導入に向けて ーー

環境省 ESG金融ハイレベル・パネル（第７回）

https://eithoken.jp/2019/09/19/%e7%94%9f%e5%91%bd%e4%bf%9d%e9%99%ba8/


責任投資の２つのアプローチ：Future Taker と Future Maker

2（出所）PRI, “Investing with SDG Outcomes”, 2020.
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責任投資の進化：PRIによる投資家向けアンケート調査

あなたの組織にとって、責任投資とは、

A. ESGリスクの管理

B. サステナビリティ・アウトカムの特定

C. サステナビリティ・アウトカムに対する行動 資産配分やスチュワードシップ活動を通して、特
定のSDGsと紐づいたアウトカム形成を目指す

SDGsとの関連性の観点からポートフォリオをレビュー。または

TCFDに沿った温室効果ガス排出量の追跡と開示を行う

Source: PRI IN A CHANGING WORLD SIGNATORY CONSULTATION, PRI BOARD RESPONSE, March 2023
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ESG情報を用い、ポートフォリオのリスクを評価し、エクスポージャーを調整
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SAVE THE DATE

3-5 OCTOBER 2023

System-level riskとActive Ownership 2.0

◼ SDGs達成進捗かなりの遅れ⇒システムリスクの高まり

◼ ESGはalphaの源泉？

◼ Moving beyond Modern Portfolio Theory: Beta activism

サステナビリティ課題 PRI 協働エンゲージメント 設立年

気候変動 Climate Action 100+ 2017年

人権 Advance 2022年

自然資本・生物多様性 Spring 2023年

対政府（ソブリン） オーストラリア（パイロット） 2022年

投資先との対話の深化

英国スチュワードシップ・コード 2020【原則４】

署名機関は、十分に機能する金融システムを促進するために、市場規模のリスク及び
システミックリスクを認識し、それに対応する。



5（出所）PRI, “Progression Pathways”, 2023.
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レベル別に求められる水準感

進捗評価は、キャピタル・アロケーション、スチュワードシップ、指標・目標に対する達成度などに基づく

レベル2レベル1

財務上重要なESG
要素を特定の上、組
み入れる

レベル1に加えて:

長期かつシステムレベ
ル対応を念頭においた
投資アプローチを導入
する

レベル2に加えて:

ポジティブなサステナビ
リティ・アウトカムを追
求することを通じ、財
務上重要なリスクと機
会に対処するために行
動する

レベル3に加えて:

様々なサステナビリティ
テーマの相互連関性
に対処する

投資家の行動による進捗

テーマ別
アプローチによる
進捗

気候変動・
環境

気候変動（パスウェイ例）

生物多様性（パスウェイ例）

社会
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DEI（パスウェイ例）

ガバナンス
税の公平性（パスウェイ例）

ポリシー・エンゲージメント（パスウェイ例）

レベル4レベル3レベル2レベル1

Progression Pathways Framework


